
　前報において，タイノエ症の原因寄生虫であるタイノエ

Ceratothoa verrucosa（甲殻亜門軟甲綱真軟甲亜綱フクロエ

ビ上目等脚目ウオノエ科）に寄生されたマダイでは，血液

中に未寄生魚とは異なる特徴を有する好中球が観察される

ことを報告した1)。未寄生魚の好中球には2種類の通常型難

染 色 性 顆 粒（ordinary chromophobic granule, oϐG; 1型, 

oϐG-1; 2型, oϐG-2）が存在し，oϐG-1は成層構造を持たず顆

粒全体がペルオキシダーゼ（PO）およびズダン黒B（SBB）

陽性を示す2)。また，oϐG-2は顆粒の中心を囲むエオシン好

性の層（L0）とその周囲の難染色性層（L1）からなる2層

構造を示し，L0には各種リソゾーム酵素が局在し，L1は

POおよびSBB陽性を示す2)。一方，タイノエに寄生された

マダイでは，oϐG-1およびoϐG-2と構造は類似するものの細

胞 化 学 的 特 徴 が 異 な る 異 常 型 顆 粒（extraordinary 

chromophobic granule, eoϐG; 1型, eoϐG-1Cv; 2型, eoϐG-2Cv）

とともに，未寄生魚では認められない構造を示す誘導型顆

粒（inducible chromophobic granule, iϐG）が出現する1)。

この誘導型顆粒（以後，iϐGCvと表記する）は，難染色性

でPO陽性のL0層と，エオシン好性かつPO陰性のL1層から

なり，May-Grünwald·Giemsa（MGG）染色標本では，顕

微鏡の焦点を移動させることで，L0の上方に褐色の斑

（spot）が観察できる1)。同様の現象はPO染色したoϐG-2に

も認められ，斑形成にはoϐG-2のL0が2層構造を有する必

要性が指摘されている3)。iϐGCvにおける斑の形成原因は不

明であるが，斑の形成過程に見られる種々の特徴は，PO

染色したoϐG-2の斑に類似していることから，iϐGCvのL0も

2層構造を有するのかもしれない。斑形成をともなうiϐGCv

はタイノエ寄生魚の好中球に特徴的であることから，本顆

粒の存在は同好中球の指標となると考えられる。

　iϐGCvを有す好中球はこれまで血液でのみ調べられてき

たが1)，この好中球の産生部位は不明である。この好中球

が通常の好中球と同様に造血組織（頭腎）で産生されてい
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るのか，あるいは，タイノエの寄生による何らかの刺激に

よって，免疫臓器である脾臓で産生されるのかを明らかに

するために，頭腎と脾臓のスタンプ標本にMGG染色を施

して観察した*1。

　本研究の採材は2017年6月に行った。実験魚には2015年7

月および2016年7月に下関市沿岸（響灘）で釣獲された，

タイノエが寄生しているマダイ（全長約6 cm）を水産大

学校の飼育施設で育成して用いた。2015年7月に釣獲され

た寄生魚7尾（2個体寄生1尾と1個体寄生6尾）は，濾過槽

を備えた500L容水槽（水量400 L）1基に収容して飼育し，

前報1)でも用いた。前報1)のための採血（2016年9月）後，

さらに同水槽で飼育した。この7尾における寄生個体数は

2016年9月の採血時まで変化しなかったが*2，その後，水

槽内でマンカ幼生の産出が複数回起こり，本研究のための

採材時には，2個体（大型個体と中型個体）寄生している

マダイと，大型のタイノエが1個体寄生しているマダイは

それぞれ3尾となり，残る1尾には他の寄生魚で認められる

大型（および中型）のタイノエは観察されず，小型のタイ

ノエ3個体（うち1個体は微小）が口蓋に寄生していた。こ

れらの寄生魚のうち，2個体寄生魚を除いた4尾（体重370-

664 g）を実験に供した。採材時にタイノエが2個体寄生し

ていたマダイ3尾のうち2尾は，採集時にはタイノエが1個

体寄生していたマダイであり，採集時に2個体寄生してい

たマダイから飼育水槽内に遊出した幼生が寄生して2個体

寄生魚となったと推察される。また，採材時に小型のタイ

ノエが3個体寄生していたマダイ1尾も，採集時にはタイノ

エが1個体寄生していたマダイであり，前報1)のための採血

（2016年9月）後，当初から寄生していた1個体は脱落し，

新たに水槽内に産出された幼生が寄生したと考えられる。

2016年7月に釣獲した寄生魚2尾はいずれも1個体のタイノ

*1  本研究の一部は，平成29年度日本魚病学会秋季大会（2017年 9月12日）において報告した [319: 近藤昌和, 安本信哉, 高橋幸則: タイノ
エに寄生されたマダイの顆粒球（プログラムおよび講演要旨, 32）]。

*2 前報では寄生状況について記していなかったので，ここに示す。

Fig. 1.   Granulocytes from red seabream with parasitized Ceratothoa verrucosa. A & B, blood smear; C-E, 
imprint (C & D, head kidney (hematopoietic tissue); E, spleen). In blood and head kidney, neutrophil 
was the only granulocyte. The neutrophil from infected fish was characterized with the presence of 
iϐGCv with chromophobic inner layer (L0) and eosinophilic outer layer (L1). The iϐGCv showed dark 
brown spot over the core of itself with different focus (spot formation; B & D). A few neutrophils and 
some large granulocytes (arrows) were observed in the spleen of infected fish (E). May-
Grünwald·Giemsa. Bars=1 µm.
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エを有しており，55L容水槽（水量45L）1基に収容して飼

育し，2017年6月の採材時には体重約60 gとなっていた。

水温25℃で馴致飼育したこれら6尾（2015年7月採集個体4

尾，2016年7月採集個体2尾）から，前報1)と同様に採血し

て血液塗沫標本を作製するとともに，尾柄部血管から注射

器を用いて脱血した（体重の約2%量）。解剖して頭腎と脾

臓を摘出し，切断面をスライドグラスに押印してスタンプ

標本を作製した。これら標本にMGG染色を施して観察し

た。また，未寄生魚5尾（体重約379-514 g）を用いて対照

標本を作製した。

　いずれのタイノエ寄生魚においても，血液中の好中球に

はiϐGCvが観察された（Fig. 1A）。また，iϐGCvは斑形成を

ともなっていた（Fig. 1B）。一方，未寄生魚の血液中の好

中球にはiϐGCvは認められなかった。血液塗沫標本上にお

ける好中球の出現は寄生魚，未寄生魚ともに同程度であっ

た。寄生魚の頭腎では，ほとんど全ての好中球にiϐGCvが

存在し，斑形成も認められた（Figs. 1C & 1D）。しかし，

未寄生魚では頭腎のスタンプ標本上に好中球が寄生魚と同

程度観察されるものの，いずれの好中球においてもiϐGCv

は認められなかった。寄生魚，未寄生魚ともに脾臓には少

数の好中球が見られ，寄生魚ではiϐGCvも認められたが

（Fig. 1E），未感染魚では好中球にiϐGCvは観察されなかっ

た。また，寄生魚の脾臓には大型の顆粒球（大型顆粒球と

称す）が少数存在した（Fig. 1E）。本細胞は長径約15 µm

の円形または卵円形であり，核は分葉せず偏在していた。

核の大きさおよび染色質網は好中球と類似していた。細胞

質には粗大な円形または卵円形の顆粒（長径1.5 µm以下）

が充満しており，顆粒は明瞭な染色性を示さなかった（難

染色性）。顆粒間の細胞質基質は弱塩基好性を示した。大

型顆粒球の周囲には，特定の細胞の集積は認められなかっ

た。大型顆粒球は未寄生魚の脾臓には観察されなかった。

　マダイの腹腔内には3種類の常在性細胞が存在する4)。そ

のうち‘大型細胞large cell’と称される顆粒球と，本研究の

寄生魚の脾臓に見られた大型顆粒球は類似している。‘大

型細胞’の機能は不明であることから，寄生魚の脾臓に大

型顆粒球が存在する意味も明らかではない。しかし，寄生

魚ではiϐGCvを有する好中球が造血組織である頭腎で産生

されることから，この産生に大型顆粒球が関与するのかも

しれない。
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